20171022レムナント教会1部
イエス様の願い（ヨハネ17:20～21）
クリスチャンとしてしっかりしたいという思いは、皆が持っていると思います。しかし、現実、様々な問題があり、その前で信者の自分はとても弱いものだなということを感じるときが多くあると思います。そのようなときにどうすればいいのか悩む前に、信者の、クリスチャンの私たちは、常に先に問いかけなければいけません。他の人、世の中の人々と、信者の自分はなにが違うのか。どこが違うのかということをいつも真っ先に問いかけて確認していく習慣を身につけなければいけないと思います。皆さんは、未信者の友達や世の中の人々と、信者の自分となにが違うと思いますか。いちばんの違い、決定的な違いは何でしょうか。その人たちより優しいことでしょうか。その人たちより勉強の成績がバンバンと上がることでしょうか。なにが違いなのでしょうか。私たちはたぶんいろいろな面において良い部分も悪い部分もあるでしょうけれども、決定的な違いは、イエス様のことをキリストと告白しているところなのです。他のところから何か違いを見つけようとしないでください。もちろん、それは後々、求められる内容ですが、まず、真っ先になにが違うかというと、肌色が違うわけでもなく、人格的に性格的に違うところがあるわけではなく、実力の差があるわけでもなく、なにが違いなのかというと、イエス様のことをキリストと告白する、その信仰告白を持っているということです。いろいろな事の中でどうすればいいのか悩む以前に、その問いかけとともにイエスがキリストだと告白しているということはどういうことなのだろうか。その信仰告白ができる自分とはどんな存在なのだろうかということをじっくりと考えてください。そこをパスしてはいけません。
イエス様が、イエス様をキリストと告白している弟子たちのために最後の祈りをささげています。彼らがいろいろな人と他のところが違うわけではありません。彼らは、イエス様が誰なのかがわかったわずかな人です。外見を見ると、売国者出身であり、漁師の出身であり、なにも社会的に認められるような評価できるような部分がまったくない人ばかりだったのですが、イエス様にはそういうことは全く関係ありません。ただ彼らはイエス様のことをキリストとわかって従い、その信仰告白を持っている人だったわけです。イエスがキリストだと信仰告白をしている人々のためにイエス様は最後の祈りをささげています。それは彼らに対してのイエス様の願いなのです。それが何だったのかということを確認しながら、イエスがキリストだと告白し、他のことは気にしないでください。イエスがキリストだと信仰告白している者であれば、イエス様の願いどおりに、イエス様の最後の祈りの答えとしてそのような存在になっているはずなのです。17：3、6、7、8などの内容は、結局そういう内容です。彼らは、私が神様から遣わされたそのキリストだということがわかった人なのだというお話です。だから、彼らのためにわたしは父にお願いします。だから、わたしは神様に彼らのために祈ります。そのように祈られた内容が17章すべての内容です。たぶん、読んでいないでしょうけれども、礼拝が終わって家に帰られたら、ヨハネ17章を最初から最後までぜひゆっくりと読んでみていただきたいと思います。様々な祈りがありますが、その祈りを一つにまとめるとこういう内容です。それがイエス様の信者に対して、イエス様をキリストと告白している人々に対しての祈りです。今現在、成績が悪いかもしれません。経済的な問題に引っかかっているかもしれません。人間関係の問題で悩んでいるかもしれないし、家族や家庭内のいろいろなトラブルのために頭を悩ませているかもしれませんが、イエスがキリストだと信仰告白している人々のために、イエス様はお祈りをささげてお願いをしています。その願いは一つしかありません。彼らが、私たちと同様に神様と一つになるようにしてください。
11節ではこのようにおっしゃっています。私はもう世にいなくなります。彼らは世におります。彼らはこの世に残されるようになります。イエス様は彼らを離れて天に昇られることになります。彼らが世の中に残されるので、この世をしっかり生きていって勝利を治めるために必要なのは、神様と一つになることです。そこで「聖なる父。あなたがわたしに下さっているあなたの御名の中に、彼らを保ってください。それはわたしたちと同様に、彼らが一つとなるためです」。私たちと同様にとあります。それはどういう意味かわかりますか。父なる神様。子なるイエス様。聖霊による神様。三位一体の神様が、神様の存在の在り方なのです。一つなのです。それと同じようになるようにというのが願いなのです。なぜでしょうか。彼らは肉体をもって波乱含みの、また患難のある複雑なこの世に残されて、この世の中を生きていて、この世を生かしていかないといけない存在なので、絶対に必要なこと、必要不可欠なことが何かというと、彼らがこのままではだめなのです。私たちと同じように言葉で全部説明できませんが、神様とくっついて一つになるようにしてください。これがイエス様の願いなのです。
21節、「それは、父よ、あなたがわたしにおられ、わたしがあなたにいるように、彼らがみな一つとなるためです」。父がイエス様の中にいらっしゃって、イエス様が父なる神様の中にいらっしゃると同じパターンで、同じやり方で、同じ方法で、彼らも私たちの中に、私たちも彼らの中に、そのように一つになるようにしてくださいと最後の最後にお祈りをささげています。人が良いことだとわかったので、「よし。良いことだ。頑張ろう。やろう」と決心してできるわけではありません。人間はそういうことが不可能なものなのです。だから、イエス様は彼らを世に残して、私たちのために最後のお祈りをささげています。彼らが私たちのように、私たちと一つになるようにと。22節です。「またわたしは、あなたがわたしに下さった栄光を、彼らに与えました。それは、わたしたちが一つであるように、彼らも一つ一つであるためです」。三位一体の神様は一つであるように、彼らもその中に加えましょうというお願いなのです。23節、「わたしは彼らにおり、あなたはわたしにおられます」。よく見てください。わたしは彼らに、私たちのクリスチャンの中におり、あなたは父なる神様がイエス様の中におられます。「それは、彼らが全うされて一つとなるためです」。イエス様が私たちの中におられて、父なる神様がイエス様の中におられて、そのようになるようにしてください。イエス様の願いは、最初から最後までこれしかありませんでした。彼らが神様と一つとなるようにしてください。それはどういう意味なのでしょうか。
元々、人間は神様が造られたときに、他の被造物とは最初からまったく違うものに造られました。創世記1：26、27を見ると、神様は神のかたちに、われわれのかたちに彼らを造りましょうとおっしゃいました。神のかたちは何でしょうか。神様は、私たちのように目があって鼻があって口があるのでそれをまねしたという意味なのでしょうか。神様はかたちはありません。神は霊なのです。神のかたち、わたしたちに似た者にしましょうというのは、三位一体の神様が三人としていらっしゃるのに一つであるというかたちのものにしましょうということです。だから、息を吹き込んで、人間の体の中に聖霊が宿ることになって、やっと人となったと言われているわけです。犬や猫や動物には賢さはあるけれども、そういうことはまったくありません。元々、人間というものは、神様と一緒になって肉体を持っているのに、聖霊を通して神様がともにおられる存在なのです。神様と一つだったわけです。だからこそ宇宙万物を支配せよ。増えよ。満たせよということができる宇宙万物を治める主権者としてしっかり立つことができた者なのです。それが人間なのです。なぜなのでしょうか。創造主の神様と一つだったからです。神様の代わりに、神の役割を全うすることができる特別な存在だったわけです。それを人間といます。元々、人間はそういうものです。しかし、悪魔によって罪を犯したあと、そのすべてが壊れて肉に過ぎないもの、神様がいらっしゃらない存在として生まれて、そのような教育を受けてずっと育ってきたので、まったく神様と一つという感覚がありません。そういう彼らが、神様とまた出会うためのキリスト、私が道であるよとおっしゃるキリストであるイエス様が来られて、そのイエス様がわかって、イエス様を告白しながら、イエス様に従うことになりました。そのような人々は、それを回復することなのです。神様と一つになることです。目に見えないから漫画のように思われるでしょう。これが福音ということであり、これがいのちというものであり、これがキリストという言葉の意味です。これがクリスチャンであり、この言葉がわかっていないと、教会という言葉も理解できません。これがイエス様の願いです。神様と一つとなるように。神を離れ、実は皆さんは知らないで気づかないまま自分なりに頑張っていたでしょうけれども、残念ながら目に見えないサタンとも呼ばれる諸々の悪霊をしきっている悪魔と一つだったということがわかっていないのでしょうか。人間は悪魔とくっついているのか、神様と一つのなのか、それしかありません。優秀な人間、優しい人間、ものすごくでたらめな人間、そのように人間を分けるわけではありません。悪魔にくっついて一つとなっているか、神様と一つなのか。その二種類の人間しか存在しません。イエス様は、イエスがキリストだと告白している弟子たちに向かって、その弟子がこの暗やみの世に残されるようになりますのです、そこに必要なのは一つしかありません。神様と一つになることです。
いま少しお話ししましたが、神様と一つになるしかない、ならないといけない理由が何かというと、先ほど11節で申し上げましたように、彼らはこの世に残されるようになりますが、ただ残されるだけではありません。18節を見ると、キリストがこの世に派遣されたのと同じ目的でこの世に派遣される存在なので、神の目的があってこの暗やみの世を打ち破り、この暗やみの世の中に神の国をもたらして、人々を助ける聖なるミッションのためにこの世に残されて派遣される存在なので、神様と一つにならないとこれは全うできません。とんでもない話なのです。今日の聖書の箇所にある20節を見ると、私たちクリスチャンが世に派遣されることによって、私たちの言葉によって、私たちがイエス様はキリストですとお話しするのを聞いて信じる人々が世の中にたくさん備えられているので、その仕事のために神様と一つにならないといけないわけです。彼らだけではなくて、21節を見ると、彼らのことばによって多くの人が、彼らは本当に神から遣わされた者なのだねということを見て信じてもらうために、私たちが頑張って努力して伝道するのではなくて、神様と一つになること以外に方法がありません。それによって他の人々が見てわかるように。なにがわかるのでしょうか。私たちが神様と一つになったというのは、裏返しますと彼らが信じているイエスはほんまにキリストなのだねということがわかるためです。それを彼らに信じてもらう、証明してもらうために、方法は一つになるしかありません。23節も同じ話です。しっかりわからせるために、神様と彼らを一つにしてください。これがミッションです。クリスチャンはこの世の中をただ生きるわけでもなく、食べるか飲むかのために生きる存在でもなく、成功、出世のために目的を達成するために生きていく存在ではありません。神のミッションのために、福音宣教のために生きている者なのですが、それはクリスチャンの私たちが神様と一つにならない不可能なことなのです。そして、神様と一つにならないと行けない理由は、このミッションを全うするために、13節、彼らにイエス様の喜びに満たされるようになるためです。神様と一つになることによって、イエス様がお持ちなっていた喜び、イエス様の喜びは何でしょうか。地獄に捕らわれているたましいが神様に立ち返ること、そのことの喜びです。つまり、神様のいちばんの願い、それは罪人が救われることです。その神の願いを全うしていく、その喜びです。その喜びは、私たちが神様と一つに、ワンネスになることによって同じ喜びを味わうことができます。15節には、彼らをこの世から取り去っていくために祈っているわけではありません。彼らを世に残されますが、悪に陥ることがないためにということです。だから、神様と一つにならないといけません。神様と一つになることによって、悪に陥るというのはことばを伸ばしてお話ししますと、悪魔の暗やみの勢力にやられることなく、彼らを打ち破ることができる存在にするためには、神様と一つになるしかありません。神様と一つになることによって、私たちが同じ人間のように見えていても暗やみの勢力、悪魔を打ち破って縛り上げることができる存在になるわけです。なぜそうならないといけないのでしょか。人のいのちを助けるためには、神様は、皆さんが誰と結婚するのか、成績はどうなのかなどには全く興味がありません。この暗やみの地獄の運命にとらわれている人々が、しかもだまされて勘違いして、どんどん自分でその地獄に進んで行く、悪魔に従って生きていく人々が神様に立ち返ること、それ以外には、神様はこの歴史を動かす意味がありません。クリスチャンは、それが正しくわかる人なのです。そのために皆さんを召されました。神様と一つになるようにと祈られたわけです。

17節には、真理によって彼らが聖いものになるようにと祈っていらっしゃいます。真理というのは、神のみことば、福音のみことばです。神様と一つにならないと、神様のみことばが通じ合って、みことばの力を体験し発揮することができないわけです。みことばによって勝利するようになりますので。神様と一つになるように、17章の最後の22節、24節を見ると、父がイエス様に与えられたその栄光、それを彼らも所有するようになるために。イエス・キリストが持っておられた栄光は何でしょうか。オーラがあってなにか輝いていたのでしょうか。十字架で悲惨な死を遂げるようになります。イエス様が持っておられた栄光というのは、キリストとしての栄光、キリストの仕事を全うできる栄光なのです。それがイエス様の栄光です。私たちクリスチャンにも神様と一つになることによって、その栄光が、つまり、私たちが生きることがまるでキリストとして生きるかのような栄光が私たちに豊かに現れるようになるためには、神様と一つになるしかありません。つまり、神様と一つにならない限りは、クリスチャンとしての栄光などもまったく見られないし、世の中にこれっぽっちも役に立つものになれないのです。皆さんが目で見て感じていることがすべてではありません。この世の中は霊的な世界、霊的な力によって動かされているものなのです。だから、イエス様は最後の晩餐の最後の最後の祈りの中でこのように祈りました。神様、彼らを神様と、私たちと一つになるようにしてください。それは成就したのでしょうか。どうでしょうか。イエス様の願いどおりに、イエス様の祈りそのものがきちんと答えられてイエス様が天に昇られた後、そのイエス様を信じる人は誰でもこの願いが成就してこのとおりになります。不思議で不思議でしょうがないのですが、神秘の中の神秘ですが、弱さを抱えて肉体的ないろいろな限界があるにもかかわらず、イエスをキリストと告白している者は全員神様と一つになります。そのひとつになる方法が何でしょうか。
21節、わたしたちの中にいるように。また、23節、わたしたちが彼らの中に。26節、彼らの中に。もうひとりの助け主をあなたがたに送る。その助け主、聖霊様が来られると、いつまでもともにおられるのですが、あなたがたの中に入って。どのように神様と一つになるかというと、聖霊様が来られて私たちの内側に入って一体化になり一つになるようになります。そのためにイエス様は十字架で血を流されて死の力を打ち破ってよみがえられて天に昇られました。なぜでしょうか。そのプロセスを全部終わられない限りは聖霊が内側に入って来られて神様と一つになるこの神秘はありえません。よみがえられた後、天に昇られています。いま万軍の主として世界福音化を全うされていらっしゃる、歴史の主としていまも私たちを導き、イエス様が歴史を動かしていらっしゃいます。イエスはキリストなのです。そのイエス様を信じる人は、よみがえられた後のイエス様を信じる人は、イエス様の願いどおりになります。ダビデの時代はこのような願いはありませんでした。イエス様の願いなのです。聖霊を通して内側に入って一緒になりました。一つになりました。これがキリスト教です。宗教ではありえません。良い教訓を守り、良い人間として変わっていく、磨いていく宗教ではなくて、神様とくっついて一つになることなのです。もう二度と切り離すことができないのです。それをクリスチャンと言います。そうならないとクリスチャンではないし、そうならないとクリスチャンとしての意味もないし、なにもできません。逆に神様と一つになるわけなので、聖霊が内側に内住していらっしゃるのでできないことはなにもありません。そこで最後の最後におっしゃいました。そうなったわけなので、どうすればいいのかということは気にせずに、それは知らなくてもいいです。ただ一つ、聖霊であなたがたに豊かに豊かに満たされれば、この世に派遣された目的を全うするようになるし、あなたがたをとおしてキリストとしてのすばらしい栄光が現れます。私は人間なのにキリストの栄光があなたがたをとおして現れます。私の名によって悪霊を追い出しということが行われます。あなたがたを見て、キリストとは違うのと思うくらいのことが起きます。なぜでしょうか。神様と一つになるからです。これがイエス様の願いです。イエス様は、皆さんの成績が上がること、嘘をつかない人間になること、そういう願いを持っていらっしゃる方ではありません。神様と一つになることしか願いを持っていらっしゃらないのですが、それが成就しました。皆さんは、イエスがキリストと告白している方であれば、全員、イエス様の願いどおり、イエス様の祈りの答えとして神様と一つになって、もうどんなものでも切り離すことができない存在になっていることを忘れてはいけません。

現実にはいろいろな問題、課題があって、どうすればいいかと悩みがあるでしょうけれども、こうすればいいか、ああすればいいかの以前に、いつも福音を先に考える習慣を身につけましょう。つまり、信仰告白を確認することを一番にしていただきたいと思います。福音を考えるとはどういうことでしょうか。自分は絶望的な罪人です。だから、キリストが必要だし、キリスト以外に希望はありません。イエスがそのキリストです。これが福音であり、自分はその信仰告白をしているのか。昨日も過ちを犯したり、様々な弱さでもう自分が嫌になるほどの、そういうものがあるのにもかかわらず、この信仰告白は間違いないのかということをいつも確認することを第一にしてください。イエス様を三度も否定したペテロに向かってイエス様が、いまもその信仰告白はそのままなのかと確認したのと同じことです。イエスはキリストです。そうならば、どんな問題があろうが、自分の限界があろうが、弱さがあろうが、そういうことを気にせずに、神様によって造られた新しい自分のことを考えるようにしましょう。どういうことでしょうか。イエスがキリストだと信仰告白が間違いなければ、とっくにすでに神様と私は一つになっています。これが自分です。私は十字架とともに死んだ。もはや私が生きるのではなくて、私の中にキリストが生きている者なのだ。あなたがたは聖霊が宿る神の神殿であることがわかっていないのか。エペソ1：13、聖霊を通して証印が押されている者なのです。そのような存在であるがゆえに、私たちのことを教会と言います。イエス様がかしらであり、そのからだなるものなのです。かしらとからだは一つにくっついています。このかしらのすべてがからだの様々な器官をとおして現れるようになるわけです。この手、足は、脳と別々ではありません。これが私です。つまり、皆さんが、イエス様に見えてくるようになります。自分はそういう存在です。様々な弱点を持っているのにもかかわらず。だから、そのキリストのからだなる存在という、これが秘密中の秘密です。万物を満たされている方、イエス・キリストによって満たされる存在です。エペソ1：23、だれがでしょうか。神様と一つになった者。自分が神様と一つになろうとしたわけではなくて、イエスがキリストだと信仰を告白することによって、イエス様の願いによってそのようになりました。その自分を確認してください。だから、あなたがたは世の光であり、王である祭司と、キリストと同じ称号が与えられています。それが自分です。それがクリスチャンです。どんな状況でも、どんな環境におかれていても構わないのです。ヨハネ14：12でおっしゃっているように、私は誰なのかというと、わたしが行っていたことをあなたがたは行うようになる。イエス様がなさっていたこととまったく同じことができるし、それ以上のこともできる者なのです。それがどういうことでしょうか。マルコ16：17-18、私の名によって悪霊を追い出し、新しいことばを語り、蛇をもつかみ毒を飲んでも害を受けることがなく、病人に手を置けば病人はいやされる。キリストのすべてが私を通して流れ出て現れる存在です。なぜなら一つだからです。一つなのです。これがわかっていないと、すべてが律法的に宗教的になるしかありません。まず福音を考えて、神様が造られた神様と一つになってしまった自分のことをじっくり考えましょう。なにをどうするかではありません。

ここまで確認できれば、本当であれば、皆さん、こういうことができる静かな時間を毎日定期的に持つようにしてください。普段、私たちはそういう感覚もないし、いままではたましいが死んでいたので肉しかわからない世界を生きてきたので、本当の事実の世界に皆さんがのめり込んで、そこにとどまる必要があります。暴れなくてもいいのです。どういう問題があるのでしょうか。うつ病に問題があるのでしょうか。どういう課題があるのでしょうか。どうなるかなども気にせずに福音を先に考えて信仰告白を確かめてください。皆さん、自分が誰なのかを認めてください。イエス様の願いによって、イエス様は十字架で血を流されて神様と一つになる存在に造り替えているのになぜそれを認めないのでしょうか。なぜそれを味合わないのでしょうか。なぜそれを喜ばないのでしょうか。なぜそれによって自信を持ち、そこからスタートしないのでしょうか。本当に静かなときをもって、こういう内容がみことばにあるので、みことばを静かに噛みしめるならば、一つしか課題は残りません。どうなるのかと悩んで心配したりせずに、聖霊充満を求めてください。皆さんが神様と一つになっている存在であれば。
それから、そうなった目的は、この世に残される理由は一つしかありません。皆さんのまわりに、知り合い、福音が必要な人々のことをいつも心に思って、私のしゃべる言葉によって救いを受けるように定められている人がいる、そのために一つになっているのです。それが可能になるためにです。聖霊充満を求めつつ、必ず皆さんのまわりに福音が必要な偶像に溺れて様々な苦しみを味わい、あるいは包装してごまかしている人々が皆さんのまわりにいるので、そのような人々のことを心に思って静かなときにその人々にキリストの光が放たれて福音が正しく伝えられるようにという思いで祈ってください。それだけで万々歳です。なぜなら皆さんがそう言う存在なので。それを時間をもってじっくりと深く噛みしめながら考えて考え抜くときを持つことをしなければいけません。神様と私たちは切り離すことはできないように一体化されて一つになりました。
（祈り）
恵み深い天の父なる神様。肉のすべての邪魔を砕いて霊の目を開いてくださり、イエス様の願い、祈りの答えである聖霊が内住することによって神様と一つになった不思議な祝福のこの世を生かすことができるすばらしい存在であることを確認して、またそれを深く味わうことができるように、どうか聖霊様がひとりひとりを導いてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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